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　昼食は山内会長が隠し味を加えた豚汁を美味
しくいただき、午後はすいか割りを行いました。
棒のコントロールと力の入れ方が難しかったよ
うですが、ボランティアの皆さんと一緒に、
“これぞ夏！”を満喫しました。
　とても暑い日でしたが、コカ・コーラさんの
ご支援のおかげで、水分補給もしっかりでき、
けがも事故もなく終了できました。

〈札幌　10/11　二十歳を祝う会〉
　今年も社会福祉法人札肢会を会場にお借りし
て、二十歳を祝う会を開催しました。
　華やかな着物姿や凛としたスーツ姿に、会場
は少し緊張感のあるいつもと違う空気になりま
した。　
　道肢連協清水誠一会長はじめ札幌市秋元克広
市長など、ご来賓の皆様に祝辞をいただき、た
くさんの方から祝福を受け、二十歳の節目を
しっかりと受け止めている様子でした。
　式の最後には一人ずつ会場の皆様にお礼やこ
れからの展望など発表し、しっかり役割を果た
しました。
　記念撮影のあとはアトラクションで、お世話
になった特別支援学校の先生方によるデキシー

バンドの演奏や歌を聴き、一緒に歌も歌いました。
　また、事前に小樽高等支援学校木工科の皆さ
んが作ってくださったお祝いの言葉の額や、当
会成人部の中島さんを講師にお迎えして、会員
で作成した装飾もとてもきれいで、二十歳を祝
う会にぴったりで華やかになりました。

〈札幌　12/7　クリスマス会〉
　令和７年度のクリスマス会は、市立札幌北翔
支援学校屋内運動場を会場に、市立札幌新川高
校吹奏楽部の生徒さんによるクリスマスコン
サートと、北海道科学大学の相羅（さがら）さ
んが参加してくださり、盛大に開催できました。
　クリスマスコンサートはたくさんの生徒さん
が参加してくださって２部構成で行われました。
　クリスマスらしい選曲を楽器演奏に加えて歌
や踊りのパフォーマンスで会場をクリスマス
ムードに盛り上げてくださいました。
　休憩時間には楽器体験もさせていただき、珍
しい楽器に触れるなどして、その音色に会員の
皆さんは終始楽しそうでした。
　よさこいソーランはよさこいソーラン2025
で大賞を受賞した北海道科学大学のよさこい
チーム～相羅～の皆さんが演舞を披露してくだ
さいました。若さ溢れる力強い踊りに参加者の
皆さんはくぎ付けで圧倒されていました。
　参加者みんなで踊れるように振り付けを丁寧
に教えてくださり、相羅の皆さんと会場の皆さ
んで楽しくよさこいを踊ることもできました。
障がいあるなしに関係なく参加できるよさこい
に、会場は大盛り上がりでした。
　そして、札幌西ライオンズクラブの皆様には、

今年もサンタクロース
になっていただき、参
加者たちへプレゼント
を届けてくれました。
家族で参加してくれた
きょうだい達にももち
ろん、プレゼントが届
きました。

　今回のクリスマス会も飾りつけや運営、司会
などを会員の皆さんがサポートしてくださいました。
　これからも少しずつ助け合って行事に取り組
めるよう、工夫をしていきたいと思います。

〈士別　1/18　新年昼食会〉　
　今年も多くの会員が参加出来た事を嬉しく思
います。
　ボランティアさんの積極的な協力に感謝しつ
つ、障がい児者、家族も非日常を楽しみました。
　笑顔あふれる集いになりました。

〈室蘭　10/12　お祝い会〉
　今年１８才の誕生日１名（来春高校卒業）の
お祝いの会を開きました。
　会員参加者でお祝いし、交流を深めました。
会として学生が来年４月からいなくなり、寂し
くなります。
　当日は参加者が体調不良で欠席になりました
が、参加したみなさんは、近況報告をしながら
昼食をとり、ゲームで親も子も体を動かし楽し
く過ごしました。くじ引きではどんなものが当
たるのか？！盛り上がりました。

〈千歳父母の会　12/06　クリスマスコンサート〉
　今年は町内会館を借りて実施しました。
　集まりやすい場所という事で、地域の方を始
め、敬老会の方にも多く来場いただき、いつも
の倍以上の方に演奏を聴いてもらう事ができま
した。
　最後の曲はマツケンサンバ、障がい者がいつ
も踊っているので、前に出て、キラキラの棒を
持ち、会場全体で、皆で歌って盛り上がりました。
　高齢者、障がい者、地域の皆さんに普段の活
動と重度の子どもでも参加できる事を見ても
らってとても良かったです。音楽も最高でした。

〈千歳　1/27　合同誕生会〉　
　今年の合同誕生会は、回転寿司ならぬ自分で
ネタを選んで乗せる！フルーツポンチの具材を
切る！で悪戦苦闘です。
　選ぶことも時間がかかります。包丁を持つの
も重いし、切るのも力がいるので大変でした。
　ケーキもショートケーキを丸く並べて、リボ
ンをかけてロウソクを立てるのもやっと。
　しかし、いつも出来た物しか見ていないので、
苺を食べるために苦労がいる事がわかって、大

〈登別　7/25〉
　今年度もコドモックルの皆様のご協力で、療
育キャンプを実施することができ嬉しく思います。
　日程などで参加できない方もいましたが、数
年ぶりに参加できた成人会員さんもおり、毎年
開催できることにも感謝いたします。
　親子はもちろんの事、いつも施設等でかか
わって下さるスタッフさんの参加もあり、日常
生活での注意点、車イスへの座らせ方、自分達
でできるストレッチの方法など、個々それぞれ
の質問に専門の先生達から直接アドバイスをも
らえる事はとても良い機会で、とても充実した
時間となりました。本当に遠い所きていただき
ありがとうございました。

〈旭川　12/14　冬のレクリエーション〉
　今年は天気に恵まれ、参加者が来やすく欠席
者もなく良かったです。
　協力者の方々も積極的に声をかけ支援してく
れて助かりました。
　障がい児者も楽しく自分のやりたいブースを
回り、自分の力で景品を取ることが出来ました。
　今年は参加者の家族同士が交流でき、悩みや
困り事を相談することができました。
　学生さんもとても勉強になったと言っていま
した。

〈旭川　1/24　新年会〉
　今年は積雪量が少なく当日も気温は低かった
が雪は降らず外出できました。
　夕食を兼ねての会食でした。協力者の方々に
はコロナ、インフルエンザの検査を行い、感染
に考慮した新年会をしました。
　旭川の障がい児者は重度の方が多く、冬に家
族だけで外出するのが難しいのですが、協力者
の力をお借りして、障がい児者に視覚・聴覚・
触覚・臭覚・味覚の発達を促す経験をさせる事
ができました。
　多くの刺激や経験をすることで、発達につな
がったと思います。

〈札幌　8/5　海水浴〉
　今年も小樽ドリームビーチの大浜家さんを会
場に、海水浴を実施しました。
　波が少々あったため遊泳区間は小さかったの
ですが、波打ち際でボートを使用させていただ
き、波に乗ってアクティブに楽しみました。
　泳ぎを楽しんだ人たちは、浮き輪を利用して
緩やかな波に体を任せていました。

　令和７年度の療育キャンプ・障がい児者自立支援研修事業（レクリエーション）の活動お疲れさま
でした。年度は変わりましたが、前年度の活動をたくさんいただきましたので一気にご報告します。
今年度もよろしくお願いいたします！！

変ながらとても美味しく喜んで食べました。
　寸劇のおおきなかぶでは、皆で抜き、演奏会
は歌って踊って（マツケンサンバ）のりのりです。
　一年のスライドショーで振り返り、皆元気に
一歳年をとりました。

〈登別　7/5　果物狩り（夏）〉　
　毎年恒例の果物狩りですが、今年は参加の会
員もボランティアさんも少なく少し寂しかった
ですが、お天気には恵まれたので、２組の家族
で楽しんできました。
　太陽に照らされて真っ赤につやつやに光り、
鈴なりになっているサクランボは本当においし
そうで、皆で採る量に注意しながら、あっちの
木の方が甘い、こっちの木の方が大きいなど話
しをしながら食べました。
　子供にも種を取りつぶして食べたら少し酸っ
ぱいものあり、しかめっ面などして笑いあった
り、楽しい時間を過ごしました。

〈登別　10/4　果物狩り（秋）〉　
　夏の果物狩りに参加できなかった会員の為に、
今年は秋の果物狩りも実施しました。がしかし、
結局体調不良などから残念ながら夏と同じ参加
でしたが、今回はボランティアさんが来てくれ
たので、夏よりも少し賑やかで子供達も喜んで
いました。やはり親以外との交流は良いですね。
　ブドウにリンゴにプルーンと秋の果物狩りは
種類が色々あって、楽しみがいっぱい！！中で
も子ども達の顔ぼどもある大きなリンゴが車椅
子の高さに生えていて、重たいリンゴを自分達
で収穫できる楽しみも味わいました。夏より更
に食べ過ぎ、買い過ぎでしたが楽しかったです。

〈登別　12/6　クリスマス会〉　
　今年のクリスマス会も皆さんの希望でモルッ
クやゲームをしました。
　モルックはチーム対抗で、車イスの子供達に
は若干ルールを軽めにして景品を目当てに、皆
で力を合わせた点の取り合いや、取りすぎて元
に戻してしまうもどかしさなどで、たくさん笑
い合いました。
　その他役員が準備してくれたピンポンゲーム
や、ビンゴ、つかみ取りなどを行い、沢山の景
品を持ち帰り楽しい一日となりました。久しぶ
りに昼食も食べ、近況報告なども出来て、とて
も充実した時間を過ごせました。道肢連協の太
田さんも遠いところありがとうございました。
（また訪問させてくださいね♪事務局太田）

〈北見　2/1　新春の集い〉
・今年も新年会を開
催し、仕出し弁当の
ランチを食べて、ハ
ンドアーチェリーな
どを楽しんだ。
・懇親会を通じて参
加予定の「ふれあい
広場」の日程・概要
の共有、場所の相談
などができた。
・次回療育キャンプの案内などができた。
・去年より参加者を増やして開催ができた。

〈紋別　12/13　クリスマス会〉　　
　今回初めて、ケーキ作りを体験しました。ス
ポンジに生クリームを塗り、果物やチョコチッ
プなどを挟んだりと指先を使い、力加減に気を
つけながらケーキを作成しました。出来上がった
ものはその場で食べたり、持ち帰ったりしました。
　作ったケーキの中には独創的なものや、周り
にあるお菓子を使ったりと、アイデアを出しな
がら、自分たちのケーキを作りました。皆楽し
くケーキ作りをしました。

〈根室　12/14　クリスマス会〉　
　今回はボランティアさんの協力で、餅つきを
するなど、少し早いお正月気分を味わえました。
ケーキ作りは経験があるのでスムーズに進み、
餅つきはボランティアさんのおかげで、本格的
な大福を作りました。楽しい1日を過ごすこと
ができました。

〈幕別父母の会　6/7親睦交流会〉　　
　今回講師に教えてもらいながら、初めての
ゲームをしました。
　簡単なのになかなか的に当たらず、前に行っ
てしまったり、軽い汗をかいて楽しい時間を過
ごしました。
　体を動かす事は久しぶりだったので、大変有
意義な一時でした。

〈幕別父母の会　2/15-16　一泊研修〉
　一年に一度の会員が集まり、食事をとりなが
ら、発達支援センターの牧田所長を迎え、幼児
の日常の流れを聞き、私達子供の頃に比べて、
沢山の支援がある事を学びました。
　今後は子供達とも交流を持ちたいと思いました。

〈帯広父母の会　2/21　新年会〉　
　今年は去年のような大雪もなく、参加者が集
まれました。
　動物なのに…釣り？？？や、ヒントを頼りに
自分は何になっている？等、頭脳を使うゲーム
を行いました。ビンゴでは同じ数字が出てくる
ハプニングもありましたが、声を出して笑って、
みんなで楽しみました。

〈函館　2/26　体の整え方を学ぶ会〉　
・比較的体を動かせる状態の障がい者３名が参
加、保護者とともに簡単なヨガを体験。アロマ
や講師の優しい声でリラックスし、終わった後
は体がスッキリした。
・直接指導を受けて行うヨガは、わかりやすい
説明と心地よい声、音楽、アロマに癒され身体
も心 もほぐれた。
・嚥下マッサージを行ってみて、唾液の分泌が
促されるのが良くわかり、我が子にも手抜きせ
ずにやってあげようと思った。
・食事のお話を聞いて、全介助の我が子に食べ
物を見せて準備させることを意識して食べさせ
たいと思った。
・養護学校の先輩母たちに、いろいろな事を聞
くことができて嬉しかった。まだまだ教えてほ
しい事が出てくると思うので、次回も参加したい。

療育キャンプ

レクリエーション

療育キャンプ・自立支援研修事業
（レクリエーション）活動報告
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め、敬老会の方にも多く来場いただき、いつも
の倍以上の方に演奏を聴いてもらう事ができま
した。
　最後の曲はマツケンサンバ、障がい者がいつ
も踊っているので、前に出て、キラキラの棒を
持ち、会場全体で、皆で歌って盛り上がりました。
　高齢者、障がい者、地域の皆さんに普段の活
動と重度の子どもでも参加できる事を見ても
らってとても良かったです。音楽も最高でした。

〈千歳　1/27　合同誕生会〉　
　今年の合同誕生会は、回転寿司ならぬ自分で
ネタを選んで乗せる！フルーツポンチの具材を
切る！で悪戦苦闘です。
　選ぶことも時間がかかります。包丁を持つの
も重いし、切るのも力がいるので大変でした。
　ケーキもショートケーキを丸く並べて、リボ
ンをかけてロウソクを立てるのもやっと。
　しかし、いつも出来た物しか見ていないので、
苺を食べるために苦労がいる事がわかって、大

〈登別　7/25〉
　今年度もコドモックルの皆様のご協力で、療
育キャンプを実施することができ嬉しく思います。
　日程などで参加できない方もいましたが、数
年ぶりに参加できた成人会員さんもおり、毎年
開催できることにも感謝いたします。
　親子はもちろんの事、いつも施設等でかか
わって下さるスタッフさんの参加もあり、日常
生活での注意点、車イスへの座らせ方、自分達
でできるストレッチの方法など、個々それぞれ
の質問に専門の先生達から直接アドバイスをも
らえる事はとても良い機会で、とても充実した
時間となりました。本当に遠い所きていただき
ありがとうございました。

〈旭川　12/14　冬のレクリエーション〉
　今年は天気に恵まれ、参加者が来やすく欠席
者もなく良かったです。
　協力者の方々も積極的に声をかけ支援してく
れて助かりました。
　障がい児者も楽しく自分のやりたいブースを
回り、自分の力で景品を取ることが出来ました。
　今年は参加者の家族同士が交流でき、悩みや
困り事を相談することができました。
　学生さんもとても勉強になったと言っていま
した。

〈旭川　1/24　新年会〉
　今年は積雪量が少なく当日も気温は低かった
が雪は降らず外出できました。
　夕食を兼ねての会食でした。協力者の方々に
はコロナ、インフルエンザの検査を行い、感染
に考慮した新年会をしました。
　旭川の障がい児者は重度の方が多く、冬に家
族だけで外出するのが難しいのですが、協力者
の力をお借りして、障がい児者に視覚・聴覚・
触覚・臭覚・味覚の発達を促す経験をさせる事
ができました。
　多くの刺激や経験をすることで、発達につな
がったと思います。

〈札幌　8/5　海水浴〉
　今年も小樽ドリームビーチの大浜家さんを会
場に、海水浴を実施しました。
　波が少々あったため遊泳区間は小さかったの
ですが、波打ち際でボートを使用させていただ
き、波に乗ってアクティブに楽しみました。
　泳ぎを楽しんだ人たちは、浮き輪を利用して
緩やかな波に体を任せていました。

変ながらとても美味しく喜んで食べました。
　寸劇のおおきなかぶでは、皆で抜き、演奏会
は歌って踊って（マツケンサンバ）のりのりです。
　一年のスライドショーで振り返り、皆元気に
一歳年をとりました。

〈登別　7/5　果物狩り（夏）〉　
　毎年恒例の果物狩りですが、今年は参加の会
員もボランティアさんも少なく少し寂しかった
ですが、お天気には恵まれたので、２組の家族
で楽しんできました。
　太陽に照らされて真っ赤につやつやに光り、
鈴なりになっているサクランボは本当においし
そうで、皆で採る量に注意しながら、あっちの
木の方が甘い、こっちの木の方が大きいなど話
しをしながら食べました。
　子供にも種を取りつぶして食べたら少し酸っ
ぱいものあり、しかめっ面などして笑いあった
り、楽しい時間を過ごしました。

〈登別　10/4　果物狩り（秋）〉　
　夏の果物狩りに参加できなかった会員の為に、
今年は秋の果物狩りも実施しました。がしかし、
結局体調不良などから残念ながら夏と同じ参加
でしたが、今回はボランティアさんが来てくれ
たので、夏よりも少し賑やかで子供達も喜んで
いました。やはり親以外との交流は良いですね。
　ブドウにリンゴにプルーンと秋の果物狩りは
種類が色々あって、楽しみがいっぱい！！中で
も子ども達の顔ぼどもある大きなリンゴが車椅
子の高さに生えていて、重たいリンゴを自分達
で収穫できる楽しみも味わいました。夏より更
に食べ過ぎ、買い過ぎでしたが楽しかったです。

〈登別　12/6　クリスマス会〉　
　今年のクリスマス会も皆さんの希望でモルッ
クやゲームをしました。
　モルックはチーム対抗で、車イスの子供達に
は若干ルールを軽めにして景品を目当てに、皆
で力を合わせた点の取り合いや、取りすぎて元
に戻してしまうもどかしさなどで、たくさん笑
い合いました。
　その他役員が準備してくれたピンポンゲーム
や、ビンゴ、つかみ取りなどを行い、沢山の景
品を持ち帰り楽しい一日となりました。久しぶ
りに昼食も食べ、近況報告なども出来て、とて
も充実した時間を過ごせました。道肢連協の太
田さんも遠いところありがとうございました。
（また訪問させてくださいね♪事務局太田）

〈北見　2/1　新春の集い〉
・今年も新年会を開
催し、仕出し弁当の
ランチを食べて、ハ
ンドアーチェリーな
どを楽しんだ。
・懇親会を通じて参
加予定の「ふれあい
広場」の日程・概要
の共有、場所の相談
などができた。
・次回療育キャンプの案内などができた。
・去年より参加者を増やして開催ができた。

〈紋別　12/13　クリスマス会〉　　
　今回初めて、ケーキ作りを体験しました。ス
ポンジに生クリームを塗り、果物やチョコチッ
プなどを挟んだりと指先を使い、力加減に気を
つけながらケーキを作成しました。出来上がった
ものはその場で食べたり、持ち帰ったりしました。
　作ったケーキの中には独創的なものや、周り
にあるお菓子を使ったりと、アイデアを出しな
がら、自分たちのケーキを作りました。皆楽し
くケーキ作りをしました。

〈根室　12/14　クリスマス会〉　
　今回はボランティアさんの協力で、餅つきを
するなど、少し早いお正月気分を味わえました。
ケーキ作りは経験があるのでスムーズに進み、
餅つきはボランティアさんのおかげで、本格的
な大福を作りました。楽しい1日を過ごすこと
ができました。

〈幕別父母の会　6/7親睦交流会〉　　
　今回講師に教えてもらいながら、初めての
ゲームをしました。
　簡単なのになかなか的に当たらず、前に行っ
てしまったり、軽い汗をかいて楽しい時間を過
ごしました。
　体を動かす事は久しぶりだったので、大変有
意義な一時でした。

〈幕別父母の会　2/15-16　一泊研修〉
　一年に一度の会員が集まり、食事をとりなが
ら、発達支援センターの牧田所長を迎え、幼児
の日常の流れを聞き、私達子供の頃に比べて、
沢山の支援がある事を学びました。
　今後は子供達とも交流を持ちたいと思いました。

〈帯広父母の会　2/21　新年会〉　
　今年は去年のような大雪もなく、参加者が集
まれました。
　動物なのに…釣り？？？や、ヒントを頼りに
自分は何になっている？等、頭脳を使うゲーム
を行いました。ビンゴでは同じ数字が出てくる
ハプニングもありましたが、声を出して笑って、
みんなで楽しみました。

〈函館　2/26　体の整え方を学ぶ会〉　
・比較的体を動かせる状態の障がい者３名が参
加、保護者とともに簡単なヨガを体験。アロマ
や講師の優しい声でリラックスし、終わった後
は体がスッキリした。
・直接指導を受けて行うヨガは、わかりやすい
説明と心地よい声、音楽、アロマに癒され身体
も心 もほぐれた。
・嚥下マッサージを行ってみて、唾液の分泌が
促されるのが良くわかり、我が子にも手抜きせ
ずにやってあげようと思った。
・食事のお話を聞いて、全介助の我が子に食べ
物を見せて準備させることを意識して食べさせ
たいと思った。
・養護学校の先輩母たちに、いろいろな事を聞
くことができて嬉しかった。まだまだ教えてほ
しい事が出てくると思うので、次回も参加したい。
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　昼食は山内会長が隠し味を加えた豚汁を美味
しくいただき、午後はすいか割りを行いました。
棒のコントロールと力の入れ方が難しかったよ
うですが、ボランティアの皆さんと一緒に、
“これぞ夏！”を満喫しました。
　とても暑い日でしたが、コカ・コーラさんの
ご支援のおかげで、水分補給もしっかりでき、
けがも事故もなく終了できました。

〈札幌　10/11　二十歳を祝う会〉
　今年も社会福祉法人札肢会を会場にお借りし
て、二十歳を祝う会を開催しました。
　華やかな着物姿や凛としたスーツ姿に、会場
は少し緊張感のあるいつもと違う空気になりま
した。　
　道肢連協清水誠一会長はじめ札幌市秋元克広
市長など、ご来賓の皆様に祝辞をいただき、た
くさんの方から祝福を受け、二十歳の節目を
しっかりと受け止めている様子でした。
　式の最後には一人ずつ会場の皆様にお礼やこ
れからの展望など発表し、しっかり役割を果た
しました。
　記念撮影のあとはアトラクションで、お世話
になった特別支援学校の先生方によるデキシー

バンドの演奏や歌を聴き、一緒に歌も歌いました。
　また、事前に小樽高等支援学校木工科の皆さ
んが作ってくださったお祝いの言葉の額や、当
会成人部の中島さんを講師にお迎えして、会員
で作成した装飾もとてもきれいで、二十歳を祝
う会にぴったりで華やかになりました。

〈札幌　12/7　クリスマス会〉
　令和７年度のクリスマス会は、市立札幌北翔
支援学校屋内運動場を会場に、市立札幌新川高
校吹奏楽部の生徒さんによるクリスマスコン
サートと、北海道科学大学の相羅（さがら）さ
んが参加してくださり、盛大に開催できました。
　クリスマスコンサートはたくさんの生徒さん
が参加してくださって２部構成で行われました。
　クリスマスらしい選曲を楽器演奏に加えて歌
や踊りのパフォーマンスで会場をクリスマス
ムードに盛り上げてくださいました。
　休憩時間には楽器体験もさせていただき、珍
しい楽器に触れるなどして、その音色に会員の
皆さんは終始楽しそうでした。
　よさこいソーランはよさこいソーラン2025
で大賞を受賞した北海道科学大学のよさこい
チーム～相羅～の皆さんが演舞を披露してくだ
さいました。若さ溢れる力強い踊りに参加者の
皆さんはくぎ付けで圧倒されていました。
　参加者みんなで踊れるように振り付けを丁寧
に教えてくださり、相羅の皆さんと会場の皆さ
んで楽しくよさこいを踊ることもできました。
障がいあるなしに関係なく参加できるよさこい
に、会場は大盛り上がりでした。
　そして、札幌西ライオンズクラブの皆様には、

今年もサンタクロース
になっていただき、参
加者たちへプレゼント
を届けてくれました。
家族で参加してくれた
きょうだい達にももち
ろん、プレゼントが届
きました。

　今回のクリスマス会も飾りつけや運営、司会
などを会員の皆さんがサポートしてくださいました。
　これからも少しずつ助け合って行事に取り組
めるよう、工夫をしていきたいと思います。

〈士別　1/18　新年昼食会〉　
　今年も多くの会員が参加出来た事を嬉しく思
います。
　ボランティアさんの積極的な協力に感謝しつ
つ、障がい児者、家族も非日常を楽しみました。
　笑顔あふれる集いになりました。

〈室蘭　10/12　お祝い会〉
　今年１８才の誕生日１名（来春高校卒業）の
お祝いの会を開きました。
　会員参加者でお祝いし、交流を深めました。
会として学生が来年４月からいなくなり、寂し
くなります。
　当日は参加者が体調不良で欠席になりました
が、参加したみなさんは、近況報告をしながら
昼食をとり、ゲームで親も子も体を動かし楽し
く過ごしました。くじ引きではどんなものが当
たるのか？！盛り上がりました。

〈千歳父母の会　12/06　クリスマスコンサート〉
　今年は町内会館を借りて実施しました。
　集まりやすい場所という事で、地域の方を始
め、敬老会の方にも多く来場いただき、いつも
の倍以上の方に演奏を聴いてもらう事ができま
した。
　最後の曲はマツケンサンバ、障がい者がいつ
も踊っているので、前に出て、キラキラの棒を
持ち、会場全体で、皆で歌って盛り上がりました。
　高齢者、障がい者、地域の皆さんに普段の活
動と重度の子どもでも参加できる事を見ても
らってとても良かったです。音楽も最高でした。

〈千歳　1/27　合同誕生会〉　
　今年の合同誕生会は、回転寿司ならぬ自分で
ネタを選んで乗せる！フルーツポンチの具材を
切る！で悪戦苦闘です。
　選ぶことも時間がかかります。包丁を持つの
も重いし、切るのも力がいるので大変でした。
　ケーキもショートケーキを丸く並べて、リボ
ンをかけてロウソクを立てるのもやっと。
　しかし、いつも出来た物しか見ていないので、
苺を食べるために苦労がいる事がわかって、大

〈登別　7/25〉
　今年度もコドモックルの皆様のご協力で、療
育キャンプを実施することができ嬉しく思います。
　日程などで参加できない方もいましたが、数
年ぶりに参加できた成人会員さんもおり、毎年
開催できることにも感謝いたします。
　親子はもちろんの事、いつも施設等でかか
わって下さるスタッフさんの参加もあり、日常
生活での注意点、車イスへの座らせ方、自分達
でできるストレッチの方法など、個々それぞれ
の質問に専門の先生達から直接アドバイスをも
らえる事はとても良い機会で、とても充実した
時間となりました。本当に遠い所きていただき
ありがとうございました。

〈旭川　12/14　冬のレクリエーション〉
　今年は天気に恵まれ、参加者が来やすく欠席
者もなく良かったです。
　協力者の方々も積極的に声をかけ支援してく
れて助かりました。
　障がい児者も楽しく自分のやりたいブースを
回り、自分の力で景品を取ることが出来ました。
　今年は参加者の家族同士が交流でき、悩みや
困り事を相談することができました。
　学生さんもとても勉強になったと言っていま
した。

〈旭川　1/24　新年会〉
　今年は積雪量が少なく当日も気温は低かった
が雪は降らず外出できました。
　夕食を兼ねての会食でした。協力者の方々に
はコロナ、インフルエンザの検査を行い、感染
に考慮した新年会をしました。
　旭川の障がい児者は重度の方が多く、冬に家
族だけで外出するのが難しいのですが、協力者
の力をお借りして、障がい児者に視覚・聴覚・
触覚・臭覚・味覚の発達を促す経験をさせる事
ができました。
　多くの刺激や経験をすることで、発達につな
がったと思います。

〈札幌　8/5　海水浴〉
　今年も小樽ドリームビーチの大浜家さんを会
場に、海水浴を実施しました。
　波が少々あったため遊泳区間は小さかったの
ですが、波打ち際でボートを使用させていただ
き、波に乗ってアクティブに楽しみました。
　泳ぎを楽しんだ人たちは、浮き輪を利用して
緩やかな波に体を任せていました。

変ながらとても美味しく喜んで食べました。
　寸劇のおおきなかぶでは、皆で抜き、演奏会
は歌って踊って（マツケンサンバ）のりのりです。
　一年のスライドショーで振り返り、皆元気に
一歳年をとりました。

〈登別　7/5　果物狩り（夏）〉　
　毎年恒例の果物狩りですが、今年は参加の会
員もボランティアさんも少なく少し寂しかった
ですが、お天気には恵まれたので、２組の家族
で楽しんできました。
　太陽に照らされて真っ赤につやつやに光り、
鈴なりになっているサクランボは本当においし
そうで、皆で採る量に注意しながら、あっちの
木の方が甘い、こっちの木の方が大きいなど話
しをしながら食べました。
　子供にも種を取りつぶして食べたら少し酸っ
ぱいものあり、しかめっ面などして笑いあった
り、楽しい時間を過ごしました。

〈登別　10/4　果物狩り（秋）〉　
　夏の果物狩りに参加できなかった会員の為に、
今年は秋の果物狩りも実施しました。がしかし、
結局体調不良などから残念ながら夏と同じ参加
でしたが、今回はボランティアさんが来てくれ
たので、夏よりも少し賑やかで子供達も喜んで
いました。やはり親以外との交流は良いですね。
　ブドウにリンゴにプルーンと秋の果物狩りは
種類が色々あって、楽しみがいっぱい！！中で
も子ども達の顔ぼどもある大きなリンゴが車椅
子の高さに生えていて、重たいリンゴを自分達
で収穫できる楽しみも味わいました。夏より更
に食べ過ぎ、買い過ぎでしたが楽しかったです。

〈登別　12/6　クリスマス会〉　
　今年のクリスマス会も皆さんの希望でモルッ
クやゲームをしました。
　モルックはチーム対抗で、車イスの子供達に
は若干ルールを軽めにして景品を目当てに、皆
で力を合わせた点の取り合いや、取りすぎて元
に戻してしまうもどかしさなどで、たくさん笑
い合いました。
　その他役員が準備してくれたピンポンゲーム
や、ビンゴ、つかみ取りなどを行い、沢山の景
品を持ち帰り楽しい一日となりました。久しぶ
りに昼食も食べ、近況報告なども出来て、とて
も充実した時間を過ごせました。道肢連協の太
田さんも遠いところありがとうございました。
（また訪問させてくださいね♪事務局太田）

〈北見　2/1　新春の集い〉
・今年も新年会を開
催し、仕出し弁当の
ランチを食べて、ハ
ンドアーチェリーな
どを楽しんだ。
・懇親会を通じて参
加予定の「ふれあい
広場」の日程・概要
の共有、場所の相談
などができた。
・次回療育キャンプの案内などができた。
・去年より参加者を増やして開催ができた。

〈紋別　12/13　クリスマス会〉　　
　今回初めて、ケーキ作りを体験しました。ス
ポンジに生クリームを塗り、果物やチョコチッ
プなどを挟んだりと指先を使い、力加減に気を
つけながらケーキを作成しました。出来上がった
ものはその場で食べたり、持ち帰ったりしました。
　作ったケーキの中には独創的なものや、周り
にあるお菓子を使ったりと、アイデアを出しな
がら、自分たちのケーキを作りました。皆楽し
くケーキ作りをしました。

〈根室　12/14　クリスマス会〉　
　今回はボランティアさんの協力で、餅つきを
するなど、少し早いお正月気分を味わえました。
ケーキ作りは経験があるのでスムーズに進み、
餅つきはボランティアさんのおかげで、本格的
な大福を作りました。楽しい1日を過ごすこと
ができました。

〈幕別父母の会　6/7親睦交流会〉　　
　今回講師に教えてもらいながら、初めての
ゲームをしました。
　簡単なのになかなか的に当たらず、前に行っ
てしまったり、軽い汗をかいて楽しい時間を過
ごしました。
　体を動かす事は久しぶりだったので、大変有
意義な一時でした。

〈幕別父母の会　2/15-16　一泊研修〉
　一年に一度の会員が集まり、食事をとりなが
ら、発達支援センターの牧田所長を迎え、幼児
の日常の流れを聞き、私達子供の頃に比べて、
沢山の支援がある事を学びました。
　今後は子供達とも交流を持ちたいと思いました。

〈帯広父母の会　2/21　新年会〉　
　今年は去年のような大雪もなく、参加者が集
まれました。
　動物なのに…釣り？？？や、ヒントを頼りに
自分は何になっている？等、頭脳を使うゲーム
を行いました。ビンゴでは同じ数字が出てくる
ハプニングもありましたが、声を出して笑って、
みんなで楽しみました。

〈函館　2/26　体の整え方を学ぶ会〉　
・比較的体を動かせる状態の障がい者３名が参
加、保護者とともに簡単なヨガを体験。アロマ
や講師の優しい声でリラックスし、終わった後
は体がスッキリした。
・直接指導を受けて行うヨガは、わかりやすい
説明と心地よい声、音楽、アロマに癒され身体
も心 もほぐれた。
・嚥下マッサージを行ってみて、唾液の分泌が
促されるのが良くわかり、我が子にも手抜きせ
ずにやってあげようと思った。
・食事のお話を聞いて、全介助の我が子に食べ
物を見せて準備させることを意識して食べさせ
たいと思った。
・養護学校の先輩母たちに、いろいろな事を聞
くことができて嬉しかった。まだまだ教えてほ
しい事が出てくると思うので、次回も参加したい。
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　昼食は山内会長が隠し味を加えた豚汁を美味
しくいただき、午後はすいか割りを行いました。
棒のコントロールと力の入れ方が難しかったよ
うですが、ボランティアの皆さんと一緒に、
“これぞ夏！”を満喫しました。
　とても暑い日でしたが、コカ・コーラさんの
ご支援のおかげで、水分補給もしっかりでき、
けがも事故もなく終了できました。

〈札幌　10/11　二十歳を祝う会〉
　今年も社会福祉法人札肢会を会場にお借りし
て、二十歳を祝う会を開催しました。
　華やかな着物姿や凛としたスーツ姿に、会場
は少し緊張感のあるいつもと違う空気になりま
した。　
　道肢連協清水誠一会長はじめ札幌市秋元克広
市長など、ご来賓の皆様に祝辞をいただき、た
くさんの方から祝福を受け、二十歳の節目を
しっかりと受け止めている様子でした。
　式の最後には一人ずつ会場の皆様にお礼やこ
れからの展望など発表し、しっかり役割を果た
しました。
　記念撮影のあとはアトラクションで、お世話
になった特別支援学校の先生方によるデキシー

バンドの演奏や歌を聴き、一緒に歌も歌いました。
　また、事前に小樽高等支援学校木工科の皆さ
んが作ってくださったお祝いの言葉の額や、当
会成人部の中島さんを講師にお迎えして、会員
で作成した装飾もとてもきれいで、二十歳を祝
う会にぴったりで華やかになりました。

〈札幌　12/7　クリスマス会〉
　令和７年度のクリスマス会は、市立札幌北翔
支援学校屋内運動場を会場に、市立札幌新川高
校吹奏楽部の生徒さんによるクリスマスコン
サートと、北海道科学大学の相羅（さがら）さ
んが参加してくださり、盛大に開催できました。
　クリスマスコンサートはたくさんの生徒さん
が参加してくださって２部構成で行われました。
　クリスマスらしい選曲を楽器演奏に加えて歌
や踊りのパフォーマンスで会場をクリスマス
ムードに盛り上げてくださいました。
　休憩時間には楽器体験もさせていただき、珍
しい楽器に触れるなどして、その音色に会員の
皆さんは終始楽しそうでした。
　よさこいソーランはよさこいソーラン2025
で大賞を受賞した北海道科学大学のよさこい
チーム～相羅～の皆さんが演舞を披露してくだ
さいました。若さ溢れる力強い踊りに参加者の
皆さんはくぎ付けで圧倒されていました。
　参加者みんなで踊れるように振り付けを丁寧
に教えてくださり、相羅の皆さんと会場の皆さ
んで楽しくよさこいを踊ることもできました。
障がいあるなしに関係なく参加できるよさこい
に、会場は大盛り上がりでした。
　そして、札幌西ライオンズクラブの皆様には、

今年もサンタクロース
になっていただき、参
加者たちへプレゼント
を届けてくれました。
家族で参加してくれた
きょうだい達にももち
ろん、プレゼントが届
きました。

　今回のクリスマス会も飾りつけや運営、司会
などを会員の皆さんがサポートしてくださいました。
　これからも少しずつ助け合って行事に取り組
めるよう、工夫をしていきたいと思います。

〈士別　1/18　新年昼食会〉　
　今年も多くの会員が参加出来た事を嬉しく思
います。
　ボランティアさんの積極的な協力に感謝しつ
つ、障がい児者、家族も非日常を楽しみました。
　笑顔あふれる集いになりました。

〈室蘭　10/12　お祝い会〉
　今年１８才の誕生日１名（来春高校卒業）の
お祝いの会を開きました。
　会員参加者でお祝いし、交流を深めました。
会として学生が来年４月からいなくなり、寂し
くなります。
　当日は参加者が体調不良で欠席になりました
が、参加したみなさんは、近況報告をしながら
昼食をとり、ゲームで親も子も体を動かし楽し
く過ごしました。くじ引きではどんなものが当
たるのか？！盛り上がりました。

〈千歳父母の会　12/06　クリスマスコンサート〉
　今年は町内会館を借りて実施しました。
　集まりやすい場所という事で、地域の方を始
め、敬老会の方にも多く来場いただき、いつも
の倍以上の方に演奏を聴いてもらう事ができま
した。
　最後の曲はマツケンサンバ、障がい者がいつ
も踊っているので、前に出て、キラキラの棒を
持ち、会場全体で、皆で歌って盛り上がりました。
　高齢者、障がい者、地域の皆さんに普段の活
動と重度の子どもでも参加できる事を見ても
らってとても良かったです。音楽も最高でした。

〈千歳　1/27　合同誕生会〉　
　今年の合同誕生会は、回転寿司ならぬ自分で
ネタを選んで乗せる！フルーツポンチの具材を
切る！で悪戦苦闘です。
　選ぶことも時間がかかります。包丁を持つの
も重いし、切るのも力がいるので大変でした。
　ケーキもショートケーキを丸く並べて、リボ
ンをかけてロウソクを立てるのもやっと。
　しかし、いつも出来た物しか見ていないので、
苺を食べるために苦労がいる事がわかって、大

〈登別　7/25〉
　今年度もコドモックルの皆様のご協力で、療
育キャンプを実施することができ嬉しく思います。
　日程などで参加できない方もいましたが、数
年ぶりに参加できた成人会員さんもおり、毎年
開催できることにも感謝いたします。
　親子はもちろんの事、いつも施設等でかか
わって下さるスタッフさんの参加もあり、日常
生活での注意点、車イスへの座らせ方、自分達
でできるストレッチの方法など、個々それぞれ
の質問に専門の先生達から直接アドバイスをも
らえる事はとても良い機会で、とても充実した
時間となりました。本当に遠い所きていただき
ありがとうございました。

〈旭川　12/14　冬のレクリエーション〉
　今年は天気に恵まれ、参加者が来やすく欠席
者もなく良かったです。
　協力者の方々も積極的に声をかけ支援してく
れて助かりました。
　障がい児者も楽しく自分のやりたいブースを
回り、自分の力で景品を取ることが出来ました。
　今年は参加者の家族同士が交流でき、悩みや
困り事を相談することができました。
　学生さんもとても勉強になったと言っていま
した。

〈旭川　1/24　新年会〉
　今年は積雪量が少なく当日も気温は低かった
が雪は降らず外出できました。
　夕食を兼ねての会食でした。協力者の方々に
はコロナ、インフルエンザの検査を行い、感染
に考慮した新年会をしました。
　旭川の障がい児者は重度の方が多く、冬に家
族だけで外出するのが難しいのですが、協力者
の力をお借りして、障がい児者に視覚・聴覚・
触覚・臭覚・味覚の発達を促す経験をさせる事
ができました。
　多くの刺激や経験をすることで、発達につな
がったと思います。

〈札幌　8/5　海水浴〉
　今年も小樽ドリームビーチの大浜家さんを会
場に、海水浴を実施しました。
　波が少々あったため遊泳区間は小さかったの
ですが、波打ち際でボートを使用させていただ
き、波に乗ってアクティブに楽しみました。
　泳ぎを楽しんだ人たちは、浮き輪を利用して
緩やかな波に体を任せていました。

変ながらとても美味しく喜んで食べました。
　寸劇のおおきなかぶでは、皆で抜き、演奏会
は歌って踊って（マツケンサンバ）のりのりです。
　一年のスライドショーで振り返り、皆元気に
一歳年をとりました。

〈登別　7/5　果物狩り（夏）〉　
　毎年恒例の果物狩りですが、今年は参加の会
員もボランティアさんも少なく少し寂しかった
ですが、お天気には恵まれたので、２組の家族
で楽しんできました。
　太陽に照らされて真っ赤につやつやに光り、
鈴なりになっているサクランボは本当においし
そうで、皆で採る量に注意しながら、あっちの
木の方が甘い、こっちの木の方が大きいなど話
しをしながら食べました。
　子供にも種を取りつぶして食べたら少し酸っ
ぱいものあり、しかめっ面などして笑いあった
り、楽しい時間を過ごしました。

〈登別　10/4　果物狩り（秋）〉　
　夏の果物狩りに参加できなかった会員の為に、
今年は秋の果物狩りも実施しました。がしかし、
結局体調不良などから残念ながら夏と同じ参加
でしたが、今回はボランティアさんが来てくれ
たので、夏よりも少し賑やかで子供達も喜んで
いました。やはり親以外との交流は良いですね。
　ブドウにリンゴにプルーンと秋の果物狩りは
種類が色々あって、楽しみがいっぱい！！中で
も子ども達の顔ぼどもある大きなリンゴが車椅
子の高さに生えていて、重たいリンゴを自分達
で収穫できる楽しみも味わいました。夏より更
に食べ過ぎ、買い過ぎでしたが楽しかったです。

〈登別　12/6　クリスマス会〉　
　今年のクリスマス会も皆さんの希望でモルッ
クやゲームをしました。
　モルックはチーム対抗で、車イスの子供達に
は若干ルールを軽めにして景品を目当てに、皆
で力を合わせた点の取り合いや、取りすぎて元
に戻してしまうもどかしさなどで、たくさん笑
い合いました。
　その他役員が準備してくれたピンポンゲーム
や、ビンゴ、つかみ取りなどを行い、沢山の景
品を持ち帰り楽しい一日となりました。久しぶ
りに昼食も食べ、近況報告なども出来て、とて
も充実した時間を過ごせました。道肢連協の太
田さんも遠いところありがとうございました。
（また訪問させてくださいね♪事務局太田）

〈北見　2/1　新春の集い〉
・今年も新年会を開
催し、仕出し弁当の
ランチを食べて、ハ
ンドアーチェリーな
どを楽しんだ。
・懇親会を通じて参
加予定の「ふれあい
広場」の日程・概要
の共有、場所の相談
などができた。
・次回療育キャンプの案内などができた。
・去年より参加者を増やして開催ができた。

〈紋別　12/13　クリスマス会〉　　
　今回初めて、ケーキ作りを体験しました。ス
ポンジに生クリームを塗り、果物やチョコチッ
プなどを挟んだりと指先を使い、力加減に気を
つけながらケーキを作成しました。出来上がった
ものはその場で食べたり、持ち帰ったりしました。
　作ったケーキの中には独創的なものや、周り
にあるお菓子を使ったりと、アイデアを出しな
がら、自分たちのケーキを作りました。皆楽し
くケーキ作りをしました。

〈根室　12/14　クリスマス会〉　
　今回はボランティアさんの協力で、餅つきを
するなど、少し早いお正月気分を味わえました。
ケーキ作りは経験があるのでスムーズに進み、
餅つきはボランティアさんのおかげで、本格的
な大福を作りました。楽しい1日を過ごすこと
ができました。

〈幕別父母の会　6/7親睦交流会〉　　
　今回講師に教えてもらいながら、初めての
ゲームをしました。
　簡単なのになかなか的に当たらず、前に行っ
てしまったり、軽い汗をかいて楽しい時間を過
ごしました。
　体を動かす事は久しぶりだったので、大変有
意義な一時でした。

〈幕別父母の会　2/15-16　一泊研修〉
　一年に一度の会員が集まり、食事をとりなが
ら、発達支援センターの牧田所長を迎え、幼児
の日常の流れを聞き、私達子供の頃に比べて、
沢山の支援がある事を学びました。
　今後は子供達とも交流を持ちたいと思いました。

〈帯広父母の会　2/21　新年会〉　
　今年は去年のような大雪もなく、参加者が集
まれました。
　動物なのに…釣り？？？や、ヒントを頼りに
自分は何になっている？等、頭脳を使うゲーム
を行いました。ビンゴでは同じ数字が出てくる
ハプニングもありましたが、声を出して笑って、
みんなで楽しみました。

〈函館　2/26　体の整え方を学ぶ会〉　
・比較的体を動かせる状態の障がい者３名が参
加、保護者とともに簡単なヨガを体験。アロマ
や講師の優しい声でリラックスし、終わった後
は体がスッキリした。
・直接指導を受けて行うヨガは、わかりやすい
説明と心地よい声、音楽、アロマに癒され身体
も心 もほぐれた。
・嚥下マッサージを行ってみて、唾液の分泌が
促されるのが良くわかり、我が子にも手抜きせ
ずにやってあげようと思った。
・食事のお話を聞いて、全介助の我が子に食べ
物を見せて準備させることを意識して食べさせ
たいと思った。
・養護学校の先輩母たちに、いろいろな事を聞
くことができて嬉しかった。まだまだ教えてほ
しい事が出てくると思うので、次回も参加したい。
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　昼食は山内会長が隠し味を加えた豚汁を美味
しくいただき、午後はすいか割りを行いました。
棒のコントロールと力の入れ方が難しかったよ
うですが、ボランティアの皆さんと一緒に、
“これぞ夏！”を満喫しました。
　とても暑い日でしたが、コカ・コーラさんの
ご支援のおかげで、水分補給もしっかりでき、
けがも事故もなく終了できました。

〈札幌　10/11　二十歳を祝う会〉
　今年も社会福祉法人札肢会を会場にお借りし
て、二十歳を祝う会を開催しました。
　華やかな着物姿や凛としたスーツ姿に、会場
は少し緊張感のあるいつもと違う空気になりま
した。　
　道肢連協清水誠一会長はじめ札幌市秋元克広
市長など、ご来賓の皆様に祝辞をいただき、た
くさんの方から祝福を受け、二十歳の節目を
しっかりと受け止めている様子でした。
　式の最後には一人ずつ会場の皆様にお礼やこ
れからの展望など発表し、しっかり役割を果た
しました。
　記念撮影のあとはアトラクションで、お世話
になった特別支援学校の先生方によるデキシー

バンドの演奏や歌を聴き、一緒に歌も歌いました。
　また、事前に小樽高等支援学校木工科の皆さ
んが作ってくださったお祝いの言葉の額や、当
会成人部の中島さんを講師にお迎えして、会員
で作成した装飾もとてもきれいで、二十歳を祝
う会にぴったりで華やかになりました。

〈札幌　12/7　クリスマス会〉
　令和７年度のクリスマス会は、市立札幌北翔
支援学校屋内運動場を会場に、市立札幌新川高
校吹奏楽部の生徒さんによるクリスマスコン
サートと、北海道科学大学の相羅（さがら）さ
んが参加してくださり、盛大に開催できました。
　クリスマスコンサートはたくさんの生徒さん
が参加してくださって２部構成で行われました。
　クリスマスらしい選曲を楽器演奏に加えて歌
や踊りのパフォーマンスで会場をクリスマス
ムードに盛り上げてくださいました。
　休憩時間には楽器体験もさせていただき、珍
しい楽器に触れるなどして、その音色に会員の
皆さんは終始楽しそうでした。
　よさこいソーランはよさこいソーラン2025
で大賞を受賞した北海道科学大学のよさこい
チーム～相羅～の皆さんが演舞を披露してくだ
さいました。若さ溢れる力強い踊りに参加者の
皆さんはくぎ付けで圧倒されていました。
　参加者みんなで踊れるように振り付けを丁寧
に教えてくださり、相羅の皆さんと会場の皆さ
んで楽しくよさこいを踊ることもできました。
障がいあるなしに関係なく参加できるよさこい
に、会場は大盛り上がりでした。
　そして、札幌西ライオンズクラブの皆様には、

今年もサンタクロース
になっていただき、参
加者たちへプレゼント
を届けてくれました。
家族で参加してくれた
きょうだい達にももち
ろん、プレゼントが届
きました。

　今回のクリスマス会も飾りつけや運営、司会
などを会員の皆さんがサポートしてくださいました。
　これからも少しずつ助け合って行事に取り組
めるよう、工夫をしていきたいと思います。

〈士別　1/18　新年昼食会〉　
　今年も多くの会員が参加出来た事を嬉しく思
います。
　ボランティアさんの積極的な協力に感謝しつ
つ、障がい児者、家族も非日常を楽しみました。
　笑顔あふれる集いになりました。

〈室蘭　10/12　お祝い会〉
　今年１８才の誕生日１名（来春高校卒業）の
お祝いの会を開きました。
　会員参加者でお祝いし、交流を深めました。
会として学生が来年４月からいなくなり、寂し
くなります。
　当日は参加者が体調不良で欠席になりました
が、参加したみなさんは、近況報告をしながら
昼食をとり、ゲームで親も子も体を動かし楽し
く過ごしました。くじ引きではどんなものが当
たるのか？！盛り上がりました。

〈千歳父母の会　12/06　クリスマスコンサート〉
　今年は町内会館を借りて実施しました。
　集まりやすい場所という事で、地域の方を始
め、敬老会の方にも多く来場いただき、いつも
の倍以上の方に演奏を聴いてもらう事ができま
した。
　最後の曲はマツケンサンバ、障がい者がいつ
も踊っているので、前に出て、キラキラの棒を
持ち、会場全体で、皆で歌って盛り上がりました。
　高齢者、障がい者、地域の皆さんに普段の活
動と重度の子どもでも参加できる事を見ても
らってとても良かったです。音楽も最高でした。

〈千歳　1/27　合同誕生会〉　
　今年の合同誕生会は、回転寿司ならぬ自分で
ネタを選んで乗せる！フルーツポンチの具材を
切る！で悪戦苦闘です。
　選ぶことも時間がかかります。包丁を持つの
も重いし、切るのも力がいるので大変でした。
　ケーキもショートケーキを丸く並べて、リボ
ンをかけてロウソクを立てるのもやっと。
　しかし、いつも出来た物しか見ていないので、
苺を食べるために苦労がいる事がわかって、大

〈登別　7/25〉
　今年度もコドモックルの皆様のご協力で、療
育キャンプを実施することができ嬉しく思います。
　日程などで参加できない方もいましたが、数
年ぶりに参加できた成人会員さんもおり、毎年
開催できることにも感謝いたします。
　親子はもちろんの事、いつも施設等でかか
わって下さるスタッフさんの参加もあり、日常
生活での注意点、車イスへの座らせ方、自分達
でできるストレッチの方法など、個々それぞれ
の質問に専門の先生達から直接アドバイスをも
らえる事はとても良い機会で、とても充実した
時間となりました。本当に遠い所きていただき
ありがとうございました。

〈旭川　12/14　冬のレクリエーション〉
　今年は天気に恵まれ、参加者が来やすく欠席
者もなく良かったです。
　協力者の方々も積極的に声をかけ支援してく
れて助かりました。
　障がい児者も楽しく自分のやりたいブースを
回り、自分の力で景品を取ることが出来ました。
　今年は参加者の家族同士が交流でき、悩みや
困り事を相談することができました。
　学生さんもとても勉強になったと言っていま
した。

〈旭川　1/24　新年会〉
　今年は積雪量が少なく当日も気温は低かった
が雪は降らず外出できました。
　夕食を兼ねての会食でした。協力者の方々に
はコロナ、インフルエンザの検査を行い、感染
に考慮した新年会をしました。
　旭川の障がい児者は重度の方が多く、冬に家
族だけで外出するのが難しいのですが、協力者
の力をお借りして、障がい児者に視覚・聴覚・
触覚・臭覚・味覚の発達を促す経験をさせる事
ができました。
　多くの刺激や経験をすることで、発達につな
がったと思います。

〈札幌　8/5　海水浴〉
　今年も小樽ドリームビーチの大浜家さんを会
場に、海水浴を実施しました。
　波が少々あったため遊泳区間は小さかったの
ですが、波打ち際でボートを使用させていただ
き、波に乗ってアクティブに楽しみました。
　泳ぎを楽しんだ人たちは、浮き輪を利用して
緩やかな波に体を任せていました。

変ながらとても美味しく喜んで食べました。
　寸劇のおおきなかぶでは、皆で抜き、演奏会
は歌って踊って（マツケンサンバ）のりのりです。
　一年のスライドショーで振り返り、皆元気に
一歳年をとりました。

〈登別　7/5　果物狩り（夏）〉　
　毎年恒例の果物狩りですが、今年は参加の会
員もボランティアさんも少なく少し寂しかった
ですが、お天気には恵まれたので、２組の家族
で楽しんできました。
　太陽に照らされて真っ赤につやつやに光り、
鈴なりになっているサクランボは本当においし
そうで、皆で採る量に注意しながら、あっちの
木の方が甘い、こっちの木の方が大きいなど話
しをしながら食べました。
　子供にも種を取りつぶして食べたら少し酸っ
ぱいものあり、しかめっ面などして笑いあった
り、楽しい時間を過ごしました。

〈登別　10/4　果物狩り（秋）〉　
　夏の果物狩りに参加できなかった会員の為に、
今年は秋の果物狩りも実施しました。がしかし、
結局体調不良などから残念ながら夏と同じ参加
でしたが、今回はボランティアさんが来てくれ
たので、夏よりも少し賑やかで子供達も喜んで
いました。やはり親以外との交流は良いですね。
　ブドウにリンゴにプルーンと秋の果物狩りは
種類が色々あって、楽しみがいっぱい！！中で
も子ども達の顔ぼどもある大きなリンゴが車椅
子の高さに生えていて、重たいリンゴを自分達
で収穫できる楽しみも味わいました。夏より更
に食べ過ぎ、買い過ぎでしたが楽しかったです。

〈登別　12/6　クリスマス会〉　
　今年のクリスマス会も皆さんの希望でモルッ
クやゲームをしました。
　モルックはチーム対抗で、車イスの子供達に
は若干ルールを軽めにして景品を目当てに、皆
で力を合わせた点の取り合いや、取りすぎて元
に戻してしまうもどかしさなどで、たくさん笑
い合いました。
　その他役員が準備してくれたピンポンゲーム
や、ビンゴ、つかみ取りなどを行い、沢山の景
品を持ち帰り楽しい一日となりました。久しぶ
りに昼食も食べ、近況報告なども出来て、とて
も充実した時間を過ごせました。道肢連協の太
田さんも遠いところありがとうございました。
（また訪問させてくださいね♪事務局太田）

〈北見　2/1　新春の集い〉
・今年も新年会を開
催し、仕出し弁当の
ランチを食べて、ハ
ンドアーチェリーな
どを楽しんだ。
・懇親会を通じて参
加予定の「ふれあい
広場」の日程・概要
の共有、場所の相談
などができた。
・次回療育キャンプの案内などができた。
・去年より参加者を増やして開催ができた。

〈紋別　12/13　クリスマス会〉　　
　今回初めて、ケーキ作りを体験しました。ス
ポンジに生クリームを塗り、果物やチョコチッ
プなどを挟んだりと指先を使い、力加減に気を
つけながらケーキを作成しました。出来上がった
ものはその場で食べたり、持ち帰ったりしました。
　作ったケーキの中には独創的なものや、周り
にあるお菓子を使ったりと、アイデアを出しな
がら、自分たちのケーキを作りました。皆楽し
くケーキ作りをしました。

〈根室　12/14　クリスマス会〉　
　今回はボランティアさんの協力で、餅つきを
するなど、少し早いお正月気分を味わえました。
ケーキ作りは経験があるのでスムーズに進み、
餅つきはボランティアさんのおかげで、本格的
な大福を作りました。楽しい1日を過ごすこと
ができました。

〈幕別父母の会　6/7親睦交流会〉　　
　今回講師に教えてもらいながら、初めての
ゲームをしました。
　簡単なのになかなか的に当たらず、前に行っ
てしまったり、軽い汗をかいて楽しい時間を過
ごしました。
　体を動かす事は久しぶりだったので、大変有
意義な一時でした。

〈幕別父母の会　2/15-16　一泊研修〉
　一年に一度の会員が集まり、食事をとりなが
ら、発達支援センターの牧田所長を迎え、幼児
の日常の流れを聞き、私達子供の頃に比べて、
沢山の支援がある事を学びました。
　今後は子供達とも交流を持ちたいと思いました。

〈帯広父母の会　2/21　新年会〉　
　今年は去年のような大雪もなく、参加者が集
まれました。
　動物なのに…釣り？？？や、ヒントを頼りに
自分は何になっている？等、頭脳を使うゲーム
を行いました。ビンゴでは同じ数字が出てくる
ハプニングもありましたが、声を出して笑って、
みんなで楽しみました。

〈函館　2/26　体の整え方を学ぶ会〉　
・比較的体を動かせる状態の障がい者３名が参
加、保護者とともに簡単なヨガを体験。アロマ
や講師の優しい声でリラックスし、終わった後
は体がスッキリした。
・直接指導を受けて行うヨガは、わかりやすい
説明と心地よい声、音楽、アロマに癒され身体
も心 もほぐれた。
・嚥下マッサージを行ってみて、唾液の分泌が
促されるのが良くわかり、我が子にも手抜きせ
ずにやってあげようと思った。
・食事のお話を聞いて、全介助の我が子に食べ
物を見せて準備させることを意識して食べさせ
たいと思った。
・養護学校の先輩母たちに、いろいろな事を聞
くことができて嬉しかった。まだまだ教えてほ
しい事が出てくると思うので、次回も参加したい。
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【主な事業計画】
 １．療育・自立支援事業
(1)作品コンク－ルの実施      
　「手足の不自由な子どもを育てる運動」
の取組として、手足の不自由な子どもの作
文、詩、図画、書道等を募集し審査の上、
優秀作品の表彰・一般展示を行う（令和９
年１月下旬）表彰は４９作品　【1,414千円】
(2)育英奨学金
　岩田・アメフト育英基金から、肢体不自
由であって経済等の困難な事情にある特別
支援学校高等部等の高校生に奨学金を交付。
（募集期間５月～７月　交付交付予定１３
人、一人３万円。　　　　【３９０千円】
(３)療育キャンプ
　在宅の障がい児者及び家族が、専門機関
の医師やPT、OT等医療職から、日常生活
や社会活動における正しい知識や訓練方法
等の指導を受けるとともに、参加者の研修
や交流を深めるためを父母の会に対して助
成。開催予定８地区　　　【2,663千円】
(４)自立支援研修事業
　肢体不自由児者の自立と社会参加、地域
住民との交流及び相互理解を深めるため、
自立支援研修活動を実施する父母の会等に
対して助成。開催予定延数３０回　　　　
　　　　　　　　　　　　【2,405千円】
(５)ホームヘルパー活動
　障がい児者の自立援助及び家族の負担軽
減のため、協力員ヘルパーを家庭に派遣 
する父母の会に対して、活動の経費及び協
力員ヘルパーを対象とする研修会費用を助
成。派遣回数１７件　　　【１４６千円】

２．研修交流事業
(１)父母の会会長・事務局長会議（研修）
　協会・父母の会の活動に資するため、福
祉制度・施策や先進事例等の研修を行い、
あわせて、活動における諸課題の解決に向
けた意見・情報交換を行う。（年２回　令
和８年７月１２日及び１１月予定及び）
※１１月の第２回目の開催は、全道肢体不

自由児者研究大会と兼ねて開催
(2)全肢連北海道ブロック地域指導者養成
研修会
　父母の会の活動を担うリーダーを育成し
活性化を図ることを目的として、全肢連が
主催する全国７ブロック別研修会での北海
道ブロックとして開催する。（令和８年７
月１１日～１２日予定）　　　　　　　　
(1)＋(2)　　　　　　　　【５２７千円】
(3)通園施設職員等研修会
　肢体不自由児通園施設、特別支援学校等
の職員を対象に障がい児療育に係る知識、
技術の修得・向上を目的とする研修会を、
旭川こども総合医療センターの協力により
開催。（令和８年８月頃予定）【４５３千円】

３．情報発信・啓発事業
(1)「手足の不自由な子どもを育てる運
動」の推進
　日本肢体不自由児協会が作成する「絵は
がき」、「クリアファイル」を頒布・寄付金
を広く道内の団体・法人、企業、行政機関
等に募ることを通じて肢体不自由児者への
理解と啓発に努める。　　【９５０千円】
(2)会報の発行（年４回） 【６７１千円】

４．協会運営、財源確保
　理事会３回（４月、７月、３月）、定時評
議員会（５月）、監事監査（４月）を開催。
　協会の活動への理解を広げ、運営資金の
支えとなる協力会員をより多く募るととも
に、「手足の不自由な子どもを育てる運
動」の絵はがき等による募金活動や、清涼
飲料水のチャリティ自動販売機設置・寄付
還元金の確保・促進の取り組みを父母の会
と連携して協会の活動への理解を広げ、運
営資金の支えとなる協力会員をより多く募
るとともに、「手足の不自由な子どもを育
てる運動」の絵はがき等による募金活動や、
清涼飲料水のチャリティ自動販売機設置・
寄付還元金の確保・促進の取り組みを父母
の会と連携して進める。

　療育・自立支援事業、研修交流事業及び情報発信・啓発事業の各事業については、例年どおり実施
することとし、全道肢体不自由児者研究大会（全道大会の翌年開催）については、11月頃の開催を
予定しています。本年度の予算について、各実施事業については昨年度と同程度の額と、協会運営に
係る事務費等の増額を見込んで算定しました。

「令和8年度における事業計画及び収支予算」について
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　令和８年３月３１日付けで事務局長を退任することとなりました。

　令和６年４月からの引継の際、肢体不自由児者の福祉大会が２年連続で開催する予定であること

の報告がありましたが、就任直後から通常業務に加え、全道大会に向けた準備が始まりました。

　そして、翌年の全国大会などで、あっという間に２年間が経過していきました。

　本来ですと、各市町の父母の会で開催する療育キャンプや自立支援研修事業のイベント等に一緒

に参加し、父母の会の会員の皆様や肢体不自由児者の方々との交友を深めるべきでしたが、なかな

か現地に赴くことができなかったことが残念なところでした。

　業務の実施当たり、判断に迷った際には、清水会長を始め、橋本副会長、岡田副会長から貴重な

ご助言を伺いながら進めることができました。

　２年間でしたが、協会三役様及び事務局主任の支えがあり、業務を執行することができたことに

対しお礼と感謝を申し上げます。　（村田　薫）

　令和８年３月３１日付けで事務局長を退任することとなりました。

　令和６年４月からの引継の際、肢体不自由児者の福祉大会が２年連続で開催する予定であること

の報告がありましたが、就任直後から通常業務に加え、全道大会に向けた準備が始まりました。

　そして、翌年の全国大会などで、あっという間に２年間が経過していきました。

　本来ですと、各市町の父母の会で開催する療育キャンプや自立支援研修事業のイベント等に一緒

に参加し、父母の会の会員の皆様や肢体不自由児者の方々との交友を深めるべきでしたが、なかな

か現地に赴くことができなかったことが残念なところでした。

　業務の実施当たり、判断に迷った際には、清水会長を始め、橋本副会長、岡田副会長から貴重な

ご助言を伺いながら進めることができました。

　２年間でしたが、協会三役様及び事務局主任の支えがあり、業務を執行することができたことに

対しお礼と感謝を申し上げます。　（村田　薫）

令和８年３月１９日（木）開催　　

理事８名・監事２名　出席　

①令和８年度事業計画　　

②令和８年度収支予算（一般会計・特別会計）

について、審議の結果承認されました。また、

報告事項については、　

①令和７年度事業実績見込　

②令和７年度一般会計、特別会計収支決算見込

③令和７年度療育事業（作品コンク－ル）　

④第５８回全国・第３４回全道（札幌）大会の

決算について説明し、了承されました

令和7年度第2回理事会の開催

退任の事務局長からの挨拶

　４月から北海道肢体不自由児者福祉連合協会事務局長として勤務

しております高橋 茂紀（たかはし しげのり）と申します。３月ま

では北海道職員として勤務しておりました。道職員としては、道立

の重度身体障害者更生援護施設（当時）であった肢体不自由者訓練

センター（２００６年廃止）での勤務を振り出しに、道庁、振興局、

保健所で保健福祉に関わる仕事を担当してきました。

　これまでの経験を活かし、協会の運営や各種事業の実施などに取

り組んでまいりますので、ご支援、ご協力のほど、よろしくお願い

いたします。

　４月から北海道肢体不自由児者福祉連合協会事務局長として勤務

しております高橋 茂紀（たかはし しげのり）と申します。３月ま

では北海道職員として勤務しておりました。道職員としては、道立

の重度身体障害者更生援護施設（当時）であった肢体不自由者訓練

センター（２００６年廃止）での勤務を振り出しに、道庁、振興局、

保健所で保健福祉に関わる仕事を担当してきました。

　これまでの経験を活かし、協会の運営や各種事業の実施などに取

り組んでまいりますので、ご支援、ご協力のほど、よろしくお願い

いたします。

新しく就任された事務局長から挨拶

令和８年度第２回理事会の開催
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第73回
『手足の不自由な子どもを育てる運動』作品コンクール開催

　2月2日・3日（2日間）道庁本庁舎１階において、
入賞作品49点（応募数総184点）を展示しました。
（手足の不自由な子どもの部　作文・詩2点、図
画13点、書道8点、手芸・工作13点、友情の部　図
画13点）
　今年は雪が降り気温も低い両日でしたが、入賞
された生徒さんやご家族が何人も来場され、作品
の前で記念撮影をされていたり、来場された方か
らあたたかい感想もいただきました。
　次回もたくさんの作品をお待ちしております。

協力会員になっていただき
　　　　　ありがとうございます
協力会員になっていただき
　　　　　ありがとうございます

〈来場された方の感想〉
✎不自由なりに一生懸命に作品に取り組んだ事がみてとれました。
　　生き生きとみずみずしい感性がうらやましく、オバさんも何か作ってみたい！！と思わせてくれ
る…そんな作品にあふれていました。

✎子供たちの素敵な感性にとても心あらわれる思いです。どれもステキな作品で、見ていてもいや
されました。

✎友人が学校で（養護学校）先生をしています。何だかワクワクするような作品ばかりで先生と生
徒さんで取り組んでいる姿が目に浮かびました。

✎書道の優秀作品に目を奪われました。

【特別会員】

清　水　誠　一 当協会会長

【賛助会員】

高　橋　茂　紀 当協会事務局長

【普通会員】

伏木田　理　恵
太　田　亜　希
伏木田　理　恵
太　田　亜　希

当協会事務局
当協会事務局
　　（敬称略）

当協会事務局
当協会事務局
　　（敬称略）
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　父母の会の皆様、いつもお世話になっております。事務局の太田です。
　この度、１２月１３日に登別父母の会で行われたレクリエーションに参加
させていただきました！地震の影響でJRが突然運休になったり、出発前から
波乱の旅になりそうな予感です。みどりの窓口で何とか違うJRに変えてもら
い出発しました。
　会場の「しんた21」に到着し、準備のお手伝いをするつもりでしたが、す
でにゲームやプレゼントなどほとんどの用意がされていて、出番な
しでした。青木会長の挨拶で会が始まり、モルックに混ぜてもらい
ましたが、初めてのモルックは全然うまくできず、混ぜてもらった
チームの足を引っ張ってしまいました。ごめんなさい。レクで何度
かやっている皆さんはさすがにコツをつかんでいるのか、上手！！
　お父さんお手製の補助具（こちらも年々バージョンアップしてい
ました！）を使って児者さんも参加したり、なかなか盛り上がれる
ので、モルックはレクにおすすめです！
　その後、皆さんと歓談し、障がいのある方がJRで座席指定を変更したりするのには、まだまだ
時間や締切の制約、駅によっての対応の違いがあるというお話を聞いたりしました。
　その後、旭川へ移動し、14日に行われた旭川父母の会のクリスマス会に参加させていただきま
した。
　こちらも会場の「おぴった」についた時は、準備が完了していて、参加するみなさんが来るの
を待つばかりでした。感染対策として、おぴったの広い体育館で行われていました。
　会場のお祭りブースも、参加児者さんのクリスマス仕様の名札も、ボランティアさんが全て用
意してくださったとの事で、本当にありがたい事だなと思いました。父母の会役員の皆さんも、
ボランティアさんも、参加してくれた皆さんに喜んでもらえるよう
に汗をかきかき走り回っていました。参加されたご家族もクリスマ
スプレゼントを受け取って楽しそうに帰られたのが印象的でした。
　年が変わって、２月、今回は函館父母の会のレクリエーションに
お邪魔しました。
　事務局長の後藤さんが、普段頑張っているお母さん達の癒しにと
ヨガを企画してくださいました。隅っこで参加させていただきまし
たが、久しぶりのヨガは運動不足の体にはヨロヨロフラフラしてし
まい、じんわり汗ばむくらいでした。ヨガの講師の先生が瞑想中に
「毎日がんばっている自分をほめてあげてください」というやさし
い声に、毎日頑張っているお母さんたちにもとっても良い癒しに
なったのではないでしょうか。その後の言語聴覚士の方の「おいし
く健康に食べるために」という勉強会も誤嚥の仕組みなど自分にも
役に立つお話が聞けました。亀田交流センターにもあると聞いてい
た福祉の自販機も見る事ができました
　どの父母の会のレクリエーションも、事務局の方の用意と運営が
あっての事と感心させれてばかりでした。いつも家の事やお仕事で
大変な中、レクリエーションを企画してくださってありがとうござ
います！！
　突然の訪問でしたが、温かく迎えて下さりありがとうございました。レクの写真を撮ってほし
いなどありましたら、お手伝いに参上しますので、道肢連事務局までお声掛けください！

レクリエーションに参加してきました！！
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　近年は、桜の開花が早まる年が増えています。
温暖化との関係で心配されることも多く、自然
の変化を手放しで喜べない面もありますが、私
たち重度の障がいのある人にとっては、寒さの
厳しい時期が短くなり、外に出やすい期間が長
くなることに助けられる面もあります。冬の間
は、外出そのものが大きな負担になります。春
になって桜を見に出かけ、季節の移ろいを感じ
られることは、生活に彩りを与え、社会とのつ
ながりを感じる大切な機会でもあるのだと思い
ます。
 春はまた、進学や就職など、新しい生活が始
まる季節でもあります。学ぶこと、働くこと、
自分の進む道を選ぶことは、誰にとっても大切
なことです。ただ、私たちにとっては、そこに
「支援」という大きな要素が加わります。どこ
で学ぶのか、どこで働くのかという選択は、本
人の希望や努力だけで決まるものではなく、そ
の地域で必要な支援が受けられるかどうかに大
きく左右されます。
 制度も少しずつ前に進んできました。札幌市
では令和6年4月1日から、重度訪問介護利用者
を対象に、大学等への通学や大学等の敷地内で
の身体介護などを支える「大学修学支援事業」
が始まっています。これは、重度障がいのある
学生が学び続けるために必要な支援体制を、大
学側が十分に整えられるまでの間、通学や学内
での支援を行う仕組みです。国でも、「雇用施
策との連携による重度障害者等就労支援特別事
業」が令和2年に創設され、通勤中や職場で必
要な支援を行う市区町村事業として、各地で導
入が進められています。制度の上では、重度障
がいのある人が学び、働くことを支える道が、
以前より広がってきたと言えます。
 けれども、実際には「制度がある」ことと、
「安心して使える」ことは同じではありません。

大学修学支援事業にも利用対象者や大学側の要
件があり、就労支援のほうも自治体の事業と企
業側の助成制度との組み合わせが必要になるな
ど、仕組みは決して単純ではありません。厚生
労働省の調査でも、自治体ごとの運用の違い、
サービス資源や人材の不足、相談支援体制の不
十分さなどから、必要な支援につながること自
体が難しい実態が示されています。制度は前に
進んでいても、その内容が十分に知られていな
い、手続きの複雑さなど利用の広がりが追いつ
いていない面もあると思います。
 もちろん、本人の努力や工夫は大切です。し
かし、重度障がいがある場合、努力や自助だけ
ではどうにもならないことがあります。必要な
介助者が見つからない、地域によって使える制
度が違う、相談先が分かりにくい、といった問
題は、本人が頑張るだけで乗り越えられるもの
ではありません。だからこそ、支援が足りない
ときには、その困りごとを周囲にどう伝えるか
も大切になってきます。
　自分に必要な支援を求めることは、ときに
「わがまま」と受け取られてしまうことがあり
ます。けれども、学びたい、働きたい、住みた
い地域で暮らしたいという願いは、誰にとって
も自然なことです。そのために必要な支援を求
めることまで、遠慮しなくてよいはずです。た
だ、理解してもらうためには、伝え方の工夫も
必要です。何に困っているのか、どの場面で支
障があるのか、どのような支援があれば安心し
て通学、通勤、生活ができるのかを、できるだ
け具体的に伝えることが、家族や学校、職場、
相談支援専門員、行政の理解につながります。
上手に伝え、理解してもらう努力は、決して自
分勝手になることではなく、必要な支援を現実
につなげるための大切な力なのだと思います。
 春の桜は、新しい始まりを感じさせてくれま
す。その門出が、障がいのある人にとっても希
望あるものとなるように、制度がもっと分かり
やすく使いやすくなり、困りごとの声がきちん
と受け止められる社会であってほしいと思いま
す。そして私たち自身も、必要なことを遠慮な
く、けれど丁寧に伝え合える関係を広げていき
たいものです。

NPO法人ホップ
障害者地域生活支援センター

代表理事 竹　田　　　保
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